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海水の塩分と時間の経過

 

Time dependence of ocean salinity
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　これまで利府高校自然科学部では2018年度より松島湾における各地の海水の塩分の季節変化についてモニ

タリング調査を行っている。内容は総塩分（％）・Na+/K+/Ca2+の各イオン量(mg/L=ppm)である。 

 

　採水場所は外洋に近い宮城県七ヶ浜町、湾口の東塩釜および利府町馬の背、湾奥の松島町双観山および雄島

に設定している。外洋に近いほど大きなスケールのイオン量・塩分量の変化を受けている一方、湾内にいくほ

ど陸水の影響や細かい地形の影響を受けていることが分かった。大きな傾向としては蒸発量の多い夏季には総

塩分は予想どおり高くなるものの、各イオンで見ると冬季の1月にもNa＋イオンのみは高くなることも昨年ま

での調査で分かった。 

　今年度は、細かい地形や沿岸距離の変化がどのように海水塩分の差異をもたらすのか、より詳細に生徒のド

ローン操作による沖合200m付近までの採水結果を踏まえて地形や生物の影響を考慮して考察する。
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